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一 般 会 計 資 金 収 支 決 算

収 入
503,140,267円

会費収入
20,644,000円

寄附金収入
1,491,734円

経常経費
補助金収入
91,142,411円

受託金収入
118,641,767円

貸付事業収入
1,518,300円

事業収入
5,204,860円

負担金収入
12,331,000円

介護保険
事業収入
181,206,076円

就労支援
事業収入
1,220,576円

障害福祉
サービス等
事業収入
49,633,740円

受取利息
配当金収入
40,088円

その他の収入
6,141,745円

基金積立資産取崩収入
4,000,000円

その他の活動
による収入
9,923,970円

地域福祉事業
132,041,409 円

共同募金
配分金事業
22,893,522円

介護保険事業
212,648,702円

就労継続支援事業
21,857,852円

受託事業
68,960,387円

指定管理事業
37,062,030円

支出
495,463,902円

収　入
事業活動による収入 489,216,297 円

　会費収入 20,644,000 円

　寄附金収入 1,491,734 円

　経常経費補助金収入 91,142,411 円

　受託金収入 118,641,767 円

　貸付事業収入 1,518,300 円

　事業収入 5,204,860 円

　負担金収入 12,331,000 円

　介護保険事業収入 181,206,076 円

　就労支援事業収入 1,220,576 円

　障害福祉サービス等事業収入 49,633,740 円

　受取利息配当金収入 40,088 円

　その他の収入 6,141,745 円

その他の活動収入 13,923,970 円

　基金積立資産取崩収入 4,000,000 円

　その他の活動による収入 9,923,970 円

合　計 503,140,267 円 503,140,267 円

支　出

社会福祉事業 389,441,485 円

　地域福祉事業 132,041,409 円

　共同募金配分金事業 22,893,522 円

　介護保険事業 212,648,702 円

　就労継続支援事業 21,857,852 円

公益事業 106,022,417 円

　受託事業 68,960,387 円

　指定管理事業 37,062,030 円

合　計 495,463,902 円 495,463,902 円

※詳しくは、ホームページをご覧ください。

および決算報告
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平成28年度

社協事業報告
みんなでつくる福祉のまち（誰もが安心して暮らせる地域社会）

輪づくり
（地域福祉活動を推進します）

人づくり
（ボランティア活動を推進します）

地域づくり
（在宅生活の自立支援を推進します）

基盤づくり
（社協体制の強化を図ります）

・支部（地区）社協活動の充実
・地域ケアシステム推進事業
・生活福祉資金、小口資金貸付事業
・心配ごと相談事業
・福祉機器貸出事業
・日常生活自立支援事業
・生活困窮者自立相談支援事業
・親子通園事業
・新入学児童
　祝金支給事業
・福祉団体の
　育成及び支援
・サロン
　（つどいの場）
　づくり支援

・ボランティア講座の開催
・福祉教育への支援
・ボランティアセンターの運営
・ボランティア連絡協議会の運営支援
・善意銀行運営
・サークル活動への支援

・在宅福祉サービス事業
　（子育て、移送含む）

・ふれあいサポート事業
・いきいき通所事業
・配食会食サービス事業
・あんしん袋支給事業
・ひとり暮らし高齢者ふれあい訪問事業
・障害者自立支援事業
・重度障害者訪問入浴サービス事業
・障害者福祉センター
・居宅介護支援事業
・訪問介護事業
・訪問入浴事業

・理事会、評議員会の開催
・災害支援の強化
・定款及び諸規定の整備
・会員の増強
・共同募金運動の推進
・情報公開の推進
・広報誌の充実
・ホームページの充実

募金箱

募金箱

募金箱

募金箱
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大
関
　
利
久	

藤
田
　
嘉
昭

小
菅
　
君
枝

野
口
　
賢
男

石
田
　
俊
夫

橋
本
由
合
子

海
老
澤
清
美

　
氏
　
名	

　
選
出
区
分

森
　
　
昌
子	

福
祉
施
設

深
谷
　
敏
知	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

藤
枝
　
政
弘	

学
識
経
験
者

常
井
　
鞠
代	

学
識
経
験
者

鶴
田
　
浩
一	

区
長
会

鈴
木
　
守
正	

民
生
委
員
児
童
委
員

綿
引
　
隆
信	

支
部
・
地
区
社
協

平
本
　
増
治	

高
齢
者
ク
ラ
ブ

石
田
　
安
夫	

笠
間
市
議
会

鷹
松
　
丈
人	

行
政
関
係
者

保
坂
　
悦
男	

野
口
　
賢
男	

根
本
　
　
玄	

福
祉
施
設

太
田
　
寛
子	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大
月
　
裕
美	

学
識
経
験
者

小
沼
　
弘
行	

学
識
経
験
者

川
㟢
　
幸
良	

区
長
会

芥
川
　
麗
子	

民
生
委
員
児
童
委
員

中
村
　
彦
藏	

支
部
地
区
社
協

井
川
　
正
二	

身
体
障
害
者
福
祉
協
会

飯
村
た
か
子	

介
護
者
の
会

中
村
　
章
一	

人
権
擁
護
委
員
協
議
会

石
松
　
俊
雄	

笠
間
市
議
会

萩
原
　
　
修	

行
政
関
係
者

　

平
成
29
年
６
月
27
日
の
評
議
員

会
に
お
い
て
、
理
事
10
人
、
監
事

２
人
が
選
任
さ
れ
、
そ
の
後
の
理

事
会
に
お
い
て
会
長
、
副
会
長
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
た
な
理
事
の
任
期
は

平
成
29
年
６
月
27
日
〜
平
成
31
年

６
月
開
催
の
定
時
評
議
員
会
終
結

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

誰もが安心して暮らせる
地域社会をめざして

理事・監事・評議員決まる

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

笠
間
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営

に
つ
き
ま
し
て
、
格
別
な
る
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
６
月
27
日
の
役
員

改
選
に
お
き
ま
し
て
、
本
協
議
会

会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
会

長
と
い
う
職
責
の
重
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
が
、

市
民
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
本
協
議
会
の
円
滑

な
運
営
と
地
域
福
祉
の
充
実
に
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

笠
間
市
の
高
齢
化
率
も
29
％
に

達
し
超
高
齢
社
会
が
ま
す
ま
す
進

展
す
る
中
、
本
協
議
会
で
は
第
二

次
笠
間
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
に

お
い
て
、
基
本
理
念
を
「
み
ん
な

で
つ
く
る
福
祉
の
ま
ち
」
と
定
め
、

地
域
福
祉
活
動
の
推
進
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
、
在
宅
生
活

の
自
立
支
援
な
ど
の
各
種
事
業
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の
目

的
達
成
の
た
め
に
は
市
民
の
皆
様

の
声
を
少
し
で
も
多
く
取
り
入

れ
、
お
互
い
に
助
け
合
う
地
域
の

絆
、
市
民
の
皆
様
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
、
共
に
支
え
合
う
地

　

こ
の
た
び
、
笠
間
市
社
会
福
祉

協
議
会
副
会
長
に
再
任
さ
れ
ま
し

た
常
井
で
す
。

　

皆
様
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
今

日
の
社
会
福
祉
を
取
り
巻
く
状
況

は
、
少
子
高
齢
化
、
単
身
世
帯
の

増
加
、
生
活
困
窮
、
社
会
的
孤
立

と
い
っ
た
様
々
な
課
題
が
顕
在
化

し
て
い
ま
す
。

　

今
の
こ
の
社
会
だ
か
ら
こ
そ
社

会
福
祉
協
議
会
の
必
要
性
を
痛
感

し
て
い
ま
す
。
本
会
が
目
標
と
す

る
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
」
こ
の
理
念
の
重
さ
に

心
を
傾
け
て
、
地
域
の
皆
様
と
一

緒
に
責
務
を
果
た
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

域
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
も
役
職
員
が
一
丸
と
な
り

地
域
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
会
長
就
任
の

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

会　長
藤枝　政弘

副会長
常井　鞠代

　
理
　
　
事

　
監
　
　
事

　
評
議
員

　
苦
情
解
決
第
三
者
委
員

　
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員

　

本
年
４
月
１
日
よ
り
、
笠
間
市

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
に
就

任
致
し
ま
し
た
。

　

笠
間
市
も
超
高
齢
社
会
と
な

り
、
ま
た
少
子
化
や
人
口
減
少
も

ま
す
ま
す
進
展
す
る
な
か
、
10
年

後
、
15
年
後
を
見
据
え
た
新
た
な

地
域
福
祉
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

て
き
て
お
り
ま
す
。

　

本
協
議
会
で
は
第
二
次
笠
間
市

地
域
福
祉
活
動
計
画
に
定
め
る

「
輪
づ
く
り
」「
人
づ
く
り
」「
地
域

づ
く
り
」「
基
盤
づ
く
り
」
に
向
け

た
事
業
・
活
動
を
今
後
も
着
実
に

す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

事務局長
藤枝　泰文

社
会
福
祉
事
業
に
つ
い
て
識

見
を
有
す
る
者

財
務
管
理
に
つ
い
て
識
見

を
有
す
る
者
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支部（地区）社協運営委員が決まりました

支部名（地区） 役　職 氏　　名

こ う ゆ う 会 会　　　長 小　堀　　　晃

上 加 賀 田 支 部
会　　　長 富　田　哲　夫

「 ま な だ け 会 」

大 橋 支 部 運営委員長 森　　　和　以

来 栖 支 部
会　　　長 塩　田　幸　三

「来栖四つ輪の会」
寺 崎 支 部

会　　　長 田　口　孝　市
「 し ん こ う 会 」
箱 田 支 部

会　　　長 大　月　英　明
「 ふ れ あ い 会 」

下市毛支部（１５区） 支　部　長 飯　塚　信　一

13区社会福祉協議会 運営委員長 武　子　文　男

高 田 支 部 運営委員長 田　中　　　宏

稲 田 支 部
支　部　長 長谷川　　　泉

「 み か げ 会 」

池 野 辺 支 部 支　部　長 関　　　和　夫

福 原 支 部 支　部　長 深　谷　敏　知

安心ネットワーク柏（20区） 運営委員長 久保田　　　明

【笠間地区】

支部名（地区） 役　職 氏　　名

宍 　 戸 支　部　長 伊　東　勝　男

東 支　部　長 綿　引　隆　信

中 　 央 支　部　長 鈴　木　征　夫

大 　 旭 支　部　長 小　野　　　武

北 川 根 支　部　長 鈴　木　　　裕

大 　 原 支　部　長 石　井　文　夫

【友部地区】

支部名（地区） 役　職 氏　　名

上 押 辺 運営委員長 中　林　喜久雄

吉 岡 ２ 運営委員長 小田喜　保　彦

下 安 居 運営委員長 皆　藤　恵美子

土 　 師 運営委員長 大　峰　重　浩

泉 　 Ａ 運営委員長 中　村　彦　藏

南 　 部 運営委員長 岡　野　博　之

安 居 東 部 運営委員長 大　峯　正　春

新 渡 戸 運営委員長 藤　枝　貞　義

参 り 坂 運営委員長 茂　　呂　　裕

岩 間 西 部 運営委員長 生　駒　敏　文

【岩間地区】

〈敬称略〉
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「
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
柏
」（
20

区
）
の
母
体
は
、
笠
間
小
学
校
前

の
大
和
田
町
内
、
桧
町
町
内
、
四

ツ
谷
町
内
の
１
２
５
戸
で
構
成
さ

れ
る
小
さ
な
団
体
で
す
。

　

平
成
17
年
４
月
に
以
前
か
ら
活

動
し
て
い
た
「
防
犯
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
柏
」
か
ら
発
展
し
た
も
の
で
、

平
成
27
年
に
「
社
会
福
祉
法
人
笠

間
市
社
会
福
祉
協
議
会
」の
理
念
・

目
的
が
私
た
ち
の
「
安
心
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
柏
」
と
同
じ
よ
う
な
こ
と

を
知
り
、
平
成
28
年
４
月
に
設
立

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

行
政
区
と
し
て
は
笠
間
市
第
20

区
に
な
り
、
事
務
所
を
20
区
児
童

公
民
館
内
に
お
き
、
運
営
委
員
長

の
ほ
か
12
人
の
役
員
で
運
営
し
て

お
り
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
し
て
は
次
の
項
目

等
に
な
り
ま
す
。

・
地
域
住
民
の
福
祉
活
動
へ
の
参

加
促
進

・
防
犯
、
防
災
に
関
す
る
活
動

・
老
人
福
祉
に
関
す
る
事
業

・
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
の

た
め
の
親
睦
事
業

　

大
き
な
行
事
と
し
て
は
、
年
初

に
新
年
会
、
夏
に
祗
園
祭
、
そ
し

て
防
災
会
、
敬
老
会
と
有
り
ま
す

が
、
そ
の
他
サ
ー
ク
ル
活
動
と
し

て
ヨ
ー
ガ
の
会
、
囲
碁
将
棋
の
会
、

元
気
体
操
柏
な
ど
昨
年
度
延
べ

１
０
４
回
の
回
数
を
重
ね
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
は
初

め
て
日
帰
り
研
修
を
行
い
大
変
盛

況
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
、
本
年

も
継
続
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
を
迎
え
て
三
世
代

交
流
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
難

し
さ
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
「
社
協
」
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
を
受
け
更
な
る
充

実
を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
柏（
20
区
）の
設
立

運
営
委
員
長　
　

久
保
田　

明元気体操で若がえり



　

水
戸
駅
５
・
６
番

線
ホ
ー
ム
に
あ
る
立

ち
食
い
蕎
麦
屋
さ
ん

の
壁
に
、
次
の
よ
う

に
手
書
き
さ
れ
た
も

の
が
貼
っ
て
あ
り
ま

し
た
。

　

気
づ
い
た
事
が
あ
る
。

　

50
音
の
中
に「
あ
」行
と「
は
」

行
に
、
笑
い
の
神
様
が
住
ん
で

い
る
事
に
。

　

あ
っ
は
は
、い
っ
ひ
ひ
、う
っ

ふ
ふ
、
え
っ
へ
へ
、
お
っ
ほ
ほ
、

ほ
ー
ら
笑
い
の
神
様
が
住
ん
で

い
る
で
し
ょ
う
。「
は
」
行
だ
け

で
も
笑
え
る
よ
。
笑
っ
て
ご
ら

ん
。
笑
顔
っ
て
い
い
ネ
。

　

次
に
『
思
い
出
す
だ
け
で
心

が
じ
ん
わ
り
温
ま
る
50
の
物

語
』
の
本
に
、
次
の
よ
う
な
こ

と
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
な

る
ほ
ど
と
思
い
ま
し
た
の
で
書

い
て
み
ま
し
た
。

「
５
つ
の
誓
い
」

・
口
は
、
人
を
励
ま
す
言
葉
や

感
謝
の
言
葉
を
言
う
た
め
に

使
お
う
。

・
耳
は
、
人
の
言
葉
を
最
後
ま

で
聴
い
て
あ
げ
る
た
め
に
使

お
う
。

・
目
は
、
人
の
よ
い
と
こ
ろ
を

見
る
た
め
に
使
お
う
。

・
手
足
は
、
人
を
助
け
る
た
め

に
使
お
う
。

・
心
は
、
人
の
痛
み
が
わ
か
る

た
め
に
使
お
う
。

（
内
桶
）

ちょっと

　　いい話ちょっと

　　いい話

6

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

い
き
い
き
通
所
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た

　

笠
間
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

４
月
よ
り
、
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
の
「
い
き
い
き

通
所
事
業
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

各
地
区
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
て
お

り
、
要
介
護
状
態
へ
の
進
行
を
予

防
す
る
た
め
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
や
趣
味
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
毎
回
楽
し
く
参
加

さ
れ
、
笑
顔
が
た
え
な
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

週
／
５
回

　

小
学
校
区
ご
と
に
開
催

　

週
／
５
回

　

公
民
館
区
ご
と
に
開
催

　

週
／
４
回

　

Ａ
〜
Ｄ
コ
ー
ス
で
開
催

お
問
い
合
せ

本　
　

所 

０
２
９
６（
７
７
）０
７
３
０

笠
間
支
所 

０
２
９
６（
７
３
）０
０
８
４

岩
間
支
所 

０
２
９
９（
４
５
）７
８
８
９

　

８
月
３
日
（
木
）
友
部
社
会
福

祉
会
館
に
お
い
て
、
子
ど
も
食
堂

「
は
ら
ペ
コ
食
堂
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。（
第
１
回
目
）

　

こ
の
会
は
、
茨
城
保
健
生
協
か

さ
ま
支
部
の
皆
さ
ん
が
立
ち
上
げ

た
も
の
で
、
代
表
の
柳
岡
さ
ん
を

中
心
に
30
人
の
メ
ン
バ
ー
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
か
ら

揚
げ
・
ポ
テ

ト
サ
ラ
ダ
・

ま
ぜ
ご
飯
に

デ
ザ
ー
ト

が
付
い
て

大
人
２
０
０

円
、
子
ど
も

１
０
０
円
で

40
食
を
用
意

し
た
そ
う
で

す
。
食
材
は
知
り
合
い
や

近
所
の
農
家
の
方
か
ら
い

た
だ
い
た
物
な
ど
で
、賄
っ

て
い
る
と
の
こ
と
。

　

用
意
し
た
40
食
は
終
了

を
待
た
ず
に
売
り
切
れ
と

な
り
、
リ
ー
ダ
ー
の
方
は
「
こ
こ

ま
で
忙
し
い
日
々
で
し
た
が
、
今

日
は
多
く
の
方
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
、
嬉
し
い
限
り
で
す
。
子

ど
も
た
ち
が
地
域
の
方
々
と
ふ
れ

合
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
て
笑
顔

を
み
せ
て
く
れ
る
姿
を
見
て
、
こ

の
活
動
が
地
域
づ
く
り
街
づ
く
り

に
つ
な
が
っ
て
い
け
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
関
）

トランプゲームで盛り上がる

ハワイアンの演奏を聴きながら

友
部
地
区

岩
間
地
区

笠
間
地
区

  “子ども食堂”
　　はじまりました

おなかいっぱい〜　まんぞく！

体操のあとのレクリエーション

〈
子
ど
も
食
堂
の
紹
介
〉

・「
は
ら
ペ
コ
」

　

第
２
回　

８
月
24
日
㈭

　

第
３
回　

９
月
18
日
㈪

　

第
４
回　

10
月
29
日
㈰

　

友
部
社
会
福
祉
会
館
２
階
和
室

　

11
：
30
〜
13
：
30

・「
た
ん
ぽ
ぽ
」（
毎
月
第
１
・
３
木
曜
日
）

　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
（
ト
モ
ア
）

　

18
：
00
〜
20
：
30

主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

市
民
支
援
セ
ン
タ
ー
と
も
べ

　

子
ど
も
食
堂
の
目
的（
か

た
ち
）
は
多
様
で
す
。「
子

ど
も
の
孤
食
を
防
ぐ
」「
経

済
的
な
事
情
を
抱
え
る
家

庭
の
子
ど
も
に
食
事
を
提

供
す
る
」「
子
ど
も
と
お
と

な
の
交
流
」
な
ど
で
す
。

地
域
全
体
で
子
ど
も
を
育

て
よ
う
、
と
い
う
意
識
が

育
ま
れ
て
い
ま
す
。



このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。7

　

夏
休
み
恒
例
の
わ
く
わ
く
体
験

教
室
が
７
月
21
日
か
ら
８
月
10
日

の
期
間
中
、友
部
本
所
で
12
教
室
・

岩
間
支
所
で
11
教
室
・
笠
間
支
所

で
６
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
７
月
28
日
、
岩
間
保
健
セ

ン
タ
ー
で
の
３
教
室
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。

水
鉄
砲
、
竹
と
ん
ぼ
作
り

　
♥
子
ど
も
た
ち

　

先
生
が
と
て
も
優
し
く
教
え
て

く
れ
た
の

で
、
上
手

に
作
れ
て

楽
し
か
っ

た
。
来
年

も
や
り
た

い
と
思
っ

た
。
作
る

の
が
難
し

か
っ
た
。

で
も
楽
し
か
っ
た
。

　
♦
保
護
者

　

思
っ
た
以
上
に
難
し
か
っ
た
。

竹
と
ん
ぼ
は
、
作
る
機
会
が
無

か
っ
た
の
で
、
と
て
も
良
い
体
験

が
出
来
ま
し
た
。

　

初
め
て
作
っ
た
の
で
大
人
で
も

お
も
し
ろ
か
っ
た
。

楽
し
い
体
操
ゲ
ー
ム

　
♥
子
ど
も
た
ち

　

思
い
出
に
な
る
友
達
が
で
き
ま

し
た
。
輪
投
げ
が
楽
し
か
っ
た
。

握
力
測
定
で
２
回
目
が
１
回
目
よ

り
記
録
が
上
が
っ
た
。
サ
ザ
エ
さ

ん
体
操
が
楽
し
か
っ
た
。

平
成
29
年
度
夏
休
み
わ
く
わ
く
体
験
教
室

♦
保
護
者

　

子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に

踊
れ
て
楽
し

か
っ
た
。
初

め
て
の
体
験

教
室
、
楽
し

く
面
白
く
す

ご
せ
た
。
あ

り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。

そ
ば
＆
餃
子
作
り

　
♥
子
ど
も
た
ち

　

分
か
り
や
す
い
説
明
で
、
下
手

だ
け
ど
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

餃
子
作
り
、
そ
ば
の
こ
ね
が
難
し

か
っ
た
。
家
で
も
や
っ
て
み
た
い
。

　
♦
保
護
者

　

親
子
で

参
加
で

き
て
楽
し

か
っ
た
。

楽
し
い
時

間
を
あ
り

が
と
う
ご

ざ
い
ま
し

た
。

　

こ
う
い

う
機
会
を
い
た
だ
い
て
一
緒
に
体

験
で
き
て
良
か
っ
た
。

（
参
加
し
た
保
護
者
、
児
童
の
感
想
文
よ
り
）

　

３
教
室
と
も
、
子
供
た
ち
の
真

剣
な
作
業
態
度
に
感
動
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
畠
山
）

　

学
校
法
人
佐
山
学
園
ア
ジ
ア
動

物
専
門
学
校
か
ら
４
人
の
講
師

（
小
坂
・
藤
田
両
先
生
・
在
校
生

２
人
）
を
迎
え
て
、
８
月
２
日
㈬
、

参
加
者
10
人
（
中
学
生
８
人
・
高

校
生
２
人
）
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

ク
ー
ル
「
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
を

学
ぼ
う
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
の
方
か
ら
、
学
習
の
ポ
イ

ン
ト
が
３
つ
示
さ
れ
ま
し
た
。

①
動
物
福
祉
の
意
味
と
内
容
を
理

解
し
よ
う

　

日
本
で

は
、
セ
ラ

ピ
ー
と
い

う
と
単
な

る
癒
し
と

思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、

本
来
は「
治

療
・
療
法
」

と
い
う
意

味
で
す
。

つ
ま
り
、
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
と

は
「
動
物
が
医
師
を
通
し
て
患
者

の
機
能
向
上
の
手
助
け
を
す
る
」

こ
と
が
目
的
で
す
。

　

基
本
的
に
「
動
物
介
在
療
法
」

と
「
動
物
介
在
活
動
」
の
こ
と
を

指
し
ま
す
。

　

動
物
介
在
療
法
と
は
ア
ニ
マ
ル

ア
シ
ス
テ
ッ
ド
セ
ラ
ピ
ー（A

nim
al 

A
ssisted  T

herapy

）
の
こ
と

で
、
あ
く
ま
で
「
療
法
」
で
す
の

で
、
専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た
人

だ
け
が
行
え
る
医
療
行
為
と
い
え

ま
す
。

　

動
物
介
在
活
動
と
は
、
ア
ニ

マ
ル
ア
シ
ス
テ
ッ
ド
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
（A

nim
al A

ssisted  
A

ctivity

）
の
こ
と
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
ま
す
。
医
療
と
い
う
形
態
を
取

ら
な
い
と
は
い
え
、
動
物
の
体
調

管
理
や
衛
生
面
の
配
慮
ま
た
躾
な

ど
が
絶
対
条
件
で
す
。

　

ど
ち
ら
も
動
物
た
ち
の
癒
し
の

効
果
を
最
大
限
に
利
用
し
た
も
の

で
す
。

②
な
ぜ
、
動
物
が
セ
ラ
ピ
ー
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か

　
「
見
る
」「
触
れ
合
う
」「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
」
こ
と
で

癒
し
が
感
じ
ら
れ
る
犬
・
馬
・

イ
ル
カ
な
ど
、
人
な
つ
っ
こ
い
性

格
の
動
物
が
適
し
て
い
る
か
ら
で

す
。
し
か
し
、
現
実
的
に
日
常
で

出
会
え
る
動
物
と
い
う
と
犬
・
猫

に
な
る
で
し
ょ
う
。

③
日
本
で
の
動
物
へ
の
考
え
方

　

ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
で
用
い
ら

れ
る
動
物
は
、
一
方
的
に
「
ア
ニ

マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
」
と
称
し
て
こ
こ

ろ
の
癒
し
に
用
い
ら
れ
て
い
る

だ
け
で
す
。
動
物
側
の
ス
ト
レ
ス

を
無
視
し
た
自
分
勝
手
な
治
療
法

に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　
「
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
」

　

講
義
後
、
参
加
者
が
ま
あ
る
く

な
っ
て
椅
子
に
座
っ
て
い
る
と
こ

ろ
に
小
型
犬
３
匹
・
大
型
犬
１
匹

が
登
場
。
小
型
犬
を
抱
き
か
か
え

て
満
足
そ
う
な
笑
顔
。
次
々
と
参

加
者
に
抱
っ
こ
さ
れ
て
い
く
。
大

型
犬
は
椅
子
の
間
を
動
き
回
り
、

参
加
者
か
ら
頭
を
な
で
ら
れ
て
い

る
。
最
初
は
苦
手
そ
う
だ
っ
た
中

学
生
も
最
後
に
は
抱
っ
こ
で
き
て

緊
張
し
た
顔
。
笑
い
声
が
教
室
内

に
響
く
。

　

犬
の
疲
れ
に
も
考
慮
し
て
の

休
憩
中
、
講
師
か
ら
「
人
鳥
」
は

な
ん
て
読
む
？
と
い
う
質
問
が
で

る
。「
ペ
ン
ギ
ン
」。
な
る
ほ
ど
。

　

参
加
者
全
員
が
講
義
・
体
験
を

満
足
し
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

（
髙
野
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
２
０
１
７

ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
を
学
ぼ
う

トイプードル、ラブラドールレトリバーといっしょに



住みよいまち　づくりを目指して

第
一
火
曜
日
の
会

４
４
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
見
学
会

『
T
o
m
o
a
」
19
人
参
加

７
４
熱
中
症
予
防
に
つ
い
て
の
お
話

　
19
人
参
加

５
２
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
い
き
い
き

の
家
笠
間
」
見
学
会
　
10
人
参
加

　
「
ト
モ
ア
」
は
Ｊ
Ｒ
友
部
駅
南

口
に
隣
接
し
、
市
民
活
動
の
交
流

拠
点
と
な
る
施
設
と
し
て
、
135
席

の
マ
ル
チ
ホ
ー
ル
、
健
康
ル
ー
ム
、

会
議
室
、
調
理
室
、
市
民
活
動
サ

ロ
ン
、
カ
フ
ェ
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

ト
モ
ア
は
友
（
ｔ
ｏ
ｍ
ｏ
）
と

の
交
流
を
図
る
場
所
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充

実
（
ｍ
ｏ
ｒ
ｅ
）
を
願
っ
て
の
愛

称
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

笠
間
駅
近
く
に
３
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
「
い
き
い
き
の
家
笠
間
」

は
、
１
ユ
ニ
ッ
ト
９
名
で
２
ユ

ニ
ッ
ト
。
全
室
個
室
で
18
室
。
木

造
建
物
平
屋
造
り
で
す
。

　

中
庭
に
は
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の

し
だ
れ
桜
が
植
え
ら
れ
、「
そ
の
人

ら
し
く
な
ご
や
か
な
環
境
で
家
庭

生
活
の
延
長
の
場
と
し
て
暮
ら
せ

る
」
よ
う
に
と
の
配
慮
が
あ
ち
ら

こ
ち
ら
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

施
設
見
学
の
後
、
利
用
方
法
や

利
用
料
金
な
ど
の
説
明
を
う
け
ま

し
た
。
参
加
し
た
方
は
身
近
な
こ

と
と
し
て
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
る

様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

　
　
私
の
予
防
法

柿
橋
西
区　

山
田　

章
子

　

高
齢
者
の
熱
中
症
の
４
割
は
室

内
で
起
き
て
い
る
と
聞
い
た
。

　

我
家
は
風
通
し
の
よ
い
家
な
の

で
ク
ー
ラ
ー
は
な
く
、
扇
風
機
と

う
ち
わ
と
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
で

夏
を
過
ご
し
て
い
る
。
そ
の
扇
風

機
も
使
う
事
は
あ
ま
り
な
く
て
済

ん
で
い
る
。

　

朝
、
家
中
の
網
戸
を
開
放
し
て

さ
わ
や
か
な
朝
の
冷
気
を
取
り
込

む
。
そ
し
て
、
涼
し
い
部
屋
を
求

め
て
一
階
か
ら
二
階
、
ま
た
一
階

へ
と
水
持
参
で
移
動
し
な
が
ら
一

日
を
過
ご
し
て
い
る
。
こ
れ
も
暑

い
と
外
出
す
る
の
も
面
倒
に
な
る

の
で
ち
ょ
っ
と
し
た
運
動
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

一
番
大
事
に
し
て
い
る
の
は
十

分
な
睡
眠
と
き
ち
ん
と
し
た
食

事
、
外
出
す
る
時
は
必
ず
水
持
参
、

こ
れ
が
私
の
熱
中
症
予
防
法
で
あ

る
。

マルチホールで施設長のお話

モデルルームで管理者長塚さんを囲んで

「第一火曜日の会」これからの予定
９/５（火） ボランティアサークル　「いろは」の紙芝居鑑賞と貼り絵作り 9：30〜11：30 社協笠間支所

10/３（火）「民話の語り」 9：30〜11：30 岩間保健センター

11/７（火）（企画中） 9：30〜11：30 友部社会福祉会館 ２階

12/５（火） まゆ玉、干支（戌）づくり 9：30〜11：30 社協笠間支所

問い合わせ 笠間市社会福祉協議会ボランティアセンター TEL 0296-78-2626 詳しくは広報かさま　お知らせ版をご覧ください。
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「
第
一
火
曜
日
の
会
」
は
、

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
も
べ

「
ト
モ
ア
」
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
「
い
き
い
き
の
家
笠
間
」
の

見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
「
熱
中
症
予
防
に
つ
い

て
の
お
話
」
を
連
日
暑
い
日
が

続
い
て
い
る
こ
の
時
期
に
タ
イ

ム
リ
ー
な
講
演
会
を
開
き
ま
し

た
。

　

今
年
度
か
ら
、
活
動
を
開
始

し
た
蕎
麦
打
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
麺
友
会
」・
食
事
作
り
の
「
き

ん
も
く
の
会
」・「
和な

ご
み

カ
フ
ェ
笠

間
」
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

熱中症を予防する
ポイント

１　暑さを避ける
２　涼しい服装
３　こまめな水分補給
４　急に暑くなる日に注意
５　暑さに備えた体力づくり
６　体調に合わせて行動する



このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

住みよいまち　づくりを目指して

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
か
ら
サ
ー
ク
ル
活
動
に

「
麺
友
会
」会長　

大
和
田　

勉

　

蕎
麦
打
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
麺
友
会
は
、
社
協
主
催
の
蕎

麦
打
ち
初
級
講
座
受
講
生
有
志
で

昨
年
６
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

会
員
は
16

人
で
す
。
社

協
の
い
き
い

き
通
所
事
業

や
老
人
施
設

で
の
出
前
蕎

麦
打
ち
活
動

を
行
っ
て
い

ま
す
。
毎
月
、

蕎
麦
打
ち
勉

強
会
で
腕
を

磨
い
て
い
ま

す
。

「
和な
ご
みカ

フ
ェ
笠
間
」

代
表　

水
田　

諭

　

私
た
ち
「
和な

ご
みカ

フ
ェ
笠
間
」
は
、

毎
月
市
内
の
福
祉
施
設
を
訪
問
し

て
ド
リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ
ー
を
淹い

れ
、

香
り
と
味
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
員
は

コ
ー
ヒ
ー
好
き
の
14
人
、
サ
ザ

コ
ー
ヒ
ー
・
鈴
木
会
長
の
講
座
を

受
講
し
た
後
、
昨
年
７
月
に
活
動

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

福
祉
施
設
で
は
、
入
居
者
へ
の

コ
ー
ヒ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
お

し
ゃ
べ
り

に
も
花
が

咲
き
、
な

つ
か
し
い

歌
も
一
緒

に
歌
い
、

私
た
ち
も

大
い
に
楽

し
ん
で
い

ま
す
。

稲
田
中　

三
年　

瀬
谷　

航

　

私
は
、
福
祉
体
験
で
「
車
い
す
」

を
体
験
し
ま
し
た
。
車
い
す
の
部

品
の
説
明
や
実
際
の
使
い
方
を
学

び
ま
し
た
が
、
車
い
す
は
一
人
で

運
転
す
る
の
は
大
変
つ
ら
い
こ
と

な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

「
点
字
」
で
は
、
一
つ
一
つ
手
作
業

で
点
を
打
つ
の
が
大
変
難
し
く
そ

し
て
そ
れ
を
読
み
取
る
の
も
大
変

で
し
た
。高
齢
者
や
障
害
者
の
方
々

は
、
生
活
す
る
の
が
と
て
も
難
し

い
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

　

福
祉
体
験
で
学
ん
だ
こ
と
を
社

会
生
活
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま

し
た
。友

部
二
中　

一
年　

大
曽
根
叶
望

　

私
が
行
っ
た
体
験
は
「
朗
読
体

験
」
と
「
手
話
」
で
す
。

　

朗
読
体
験
で
は
話
し
方
、
発
音

を
き
ち
ん
と
練
習
し
い
つ
も
聞
い

て
い
る
方
を
思
っ
て
朗
読
し
て
い

る
こ
と
に
感
激
し
ま
し
た
。

　

手
話
は
一
つ
一
つ
指
の
動
き
が

違
っ
て
、
最
初
は
覚
え
る
こ
と
も

難
し
か
っ
た
け
ど
少
し
ず
つ
覚
え

る
と
、
自
分
の
名
前
や
た
く
さ
ん

の
曲
を
手
話
で
表
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
体
験
を
通
し
て

考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
は
私
た
ち

に
、
お
年
寄
り
の
方
や
障
害
者
の

方
々
の
気
持
ち
を
わ
か
っ
て
ほ
し

い
思
い
で
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
の

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

友
部
二
中　

一
年　

坂
入　

健
太

　

は
じ
め
に
、
車
い
す
体
験
を
し

ま
し
た
。
乗
っ
て
い
る
と
き
は
、

少
し
の
段
差
で
も
「
ガ
タ
ン
」
と

な
り
車
い
す
に
乗
っ
て
い
る
人

は
、
こ
わ
い
思
い
を
し
て
い
る
ん

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
シ
ニ
ア
体
験
を
し
ま
し

た
。
重
り
な
ど
を
し
て
手
足
や
耳
、

目
を
不
自
由
に
し
ま
し
た
。
階
段

を
登
る
と
き
は
手
す
り
を
使
わ
な

い
と
登
れ
な
か
っ
た
の
で
、
階
段

で
困
っ
て
い
る
人
を
見
か
け
た
ら

助
け
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
体
験
を
通

し
て
、
お
年
寄
り
や
障
害
が
あ
る

人
の
大
変
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
、
困
っ
て
い
た
ら
助
け
て

あ
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

「
き
ん
も
く
の
会
」

代
表　

千
葉　

倫
夫

　

き
ん
も
く
の
会
は
、「
男
の
料
理

講
座
」
経
験
者
が
、「
お
達
者
倶
楽

部
」
参
加
者
に
対
す
る
昼
食
を
提

供
し
て
い
た
チ
ー
ム
を
母
体
に
、

平
成
27
年
度
に
結
成
、
月
２
回
第

１
金
曜
日
と
第
３
木
曜
日
に
活
動

し
て
き
ま
し
た
。

　

29
年
度
か
ら
は
、「
い
き
い
き
通

所
事
業
」
へ
の
制
度
変
更
に
伴
い
、

10
人
で
月
１
回
第
２
木
曜
日
か
金

曜
日
に
活
動
、「
い
き
い
き
通
所
事

業
」
に
昼
食
を
届
け
て
い
ま
す
。

友部・岩間・笠間の小・中学校を対象に
福祉体験を行っています。
　今回は中学校を取り上げました。

福 祉 体 験
6/296/9

6/9

9

き
ん
も
く
の
会

　

今
日
は
岩
間
で
う
ど
ん
づ
く
り



エコキャップ、使用済み切手等
友部高等学校
笠間ゲートボールクラブ
県立中央病院（施設課・消毒室・リネン室）
秀芳会笠間支部
いなだ保育所
ハッピーわんず
稲田中学校
さくら幼稚園
岩間第一小学校
飯田自動車㈲
ナブコシステム㈱　茨城支店
額田　義文
ともべ幼稚園
入澤法律事務所
こじか幼稚園　
ともべ保育所
青葉町長寿会
旭化成メタルズ㈱
宍戸小学校
山中　としい
いわま保育園
㈲笠間給食センター　従業員一同
おしのべ保育園
くるす保育所
不二製油㈱関東工場
勝山　瑠美（稲田小学校）
㈲伊藤石材工業

岩間第一小学校児童クラブ
大原小児童クラブ（ポプラの会）
友部自動車教習所
㈲清水工務店
小池　彩恵（稲田小学校）
ガールスカウト茨城県第30団
大沢保育園
友部郵便局
泉A地区社会福祉協議会
泰栄電器㈱
土師地区社会福祉協議会
㈲佐藤設備工業
友部小学校児童会
宍戸小学校児童クラブ
カントリークラブ　ザ　レイクス
みか保育園
いなだこども園
ケアハウス悠
サンエツ工業㈱
笠間工芸の丘
高齢者クラブ旭台睦会
秋山　洋子
近藤　礼子
さつき観光
赤沢　三男
めぐみこども園
岩間第三小学校
匿名

食器等
渡部　悟平
衣類等
こうゆう会　姫殿会
矢吹　和夫
ナブコシステム㈱　茨城支店
介護用品等
ＢＭＣエンタープライズ㈱

飯田自動車㈲ ￥15,924
萩谷　憲一 ￥3,000
友部読書会連合会 ￥10,000
青葉町長寿会 ￥25,561
バザー夢工房 ￥120,000
㈲笠間給食センター　従業員一同 ￥3,847
宮崎　敏子 ￥4,744
阿亀親睦ゴルフコンペ ￥32,280
友部地区民生委員児童委員協議会（東支部）
 ￥1,325
米川　愛子 ￥17,150
三友会 ￥5,829
ＭＧＭ友部店 ￥30,000
ボランティア連絡協議会岩間支部
 ￥50,000
不要入れ歯合同回収益金 ￥2,438
匿名 ￥93,281

　

池
上
彰
の
ニ
ュ
ー
ス
大
辞
典

で
国
内
で
食
品
ロ
ス
が
１
年
間
で

621
万
ト
ン
。
本
来
な
ら
ば
食
べ
ら

れ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
廃
棄
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
量
は
都
民
１
年

間
の
消
費
に
相
当
す
る
そ
う
で
す
。

　

ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
時
、
あ
る

週
刊
誌
の
見
出
し
『
も
っ
た
い
な

い
が
死
語
に
な
っ
て
い
る
』
を
思

い
出
し
た
。

　

読
む
と
、
寿
司
の
シ
ャ
リ
、
ラ
ー

メ
ン
食
べ
放
題
な
ど
飲
食
店
で
の

食
べ
残
し
が
大
量
廃
棄
と
な
っ
て

い
る
。
一
方
で
、
日
本
の
貧
困
家

庭
は
人
口
の
約
16
％
で
二
千
万
人

日常のお困りごとなど何でもご相談ください（無料・秘密保持）

社会福祉法人
笠間市社会福祉協議会

本　　所　TEL 0296-77-0730　FAX 0296-78-3933
笠間支所　TEL 0296-73-0084　FAX 0296-72-3722
岩間支所　TEL 0299-45-7889　FAX 0299-45-6250

時間：13：00〜16：00（受付は 15：30 までにお願いします）

法律相談　※事前に心配ごと相談所へご相談ください。

平成29年度　心配ごと相談所開設日程表

笠間支所
（毎週火曜日）

本　所
（毎週水曜日）

岩間支所
（毎週木曜日）

社協笠間支所 友部社会福祉会館 岩間保健センター

９月 5日・12日・19日・26日 6日・13日・27日 7日・14日・21日・28日

10 月 3日・10日・17日・24日・31日 4日・11日・18日・25日 5日・12日・19日・26日

11 月 7日・14日・21日・28日 1日・8日・22日・29日 2日・9日・16日・30日

12 月 5日・12日・19日・26日 6日・13日・20日・27日 7日・14日・21日

笠間支所 本　所 岩間支所
第 3 金曜日

10：00 〜12：00
（９・12 月は第４金曜日）

第 1 金曜日
10：00 〜12：00

第 2 金曜日
10：00 〜12：00

お問い合わせ先

場所
月

善意の寄附を「ありがとう」善意の寄附を「ありがとう」（善意銀行預託）
平成29年３月１日〜平成29年６月30日まで（順不同・敬称略）

物                  品

金                  銭
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ほ
ど
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

社
協
で
は
、
平
成
28
年
10
月
に

「
き
ず
な
ボ
ッ
ク
ス
」
を
設
置
し

「
も
っ
た
い
な
い
」
を
「
あ
り
が
と

う
」
に
変
え
て
、
家
庭
に
あ
る
食

品
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
必

要
と
し
て
い
る
方
や
団
体
に
役
立

て
て
も
ら
お
う
と
い
う
活
動
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

日
本
の
食
料
自
給
率（
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
）
が
39.1
％
で
あ
る
こ
と
を

み
な
さ
ん
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
「
今
日
も
残
さ
ず
食
べ
ま
し
ょ

う
。
い
た
だ
き
ま
す
」
の
気
持
ち

を
も
う
一
度
か
み
し
め
、
食
品
ロ

ス
を
減
ら
す
努
力
を
し
ま
せ
ん
か
。

（
塙
）

編
集
後
記


